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政府 規制委

防災計画は

自治体の責務

ハコモノは金出すよ

実際の安全は

事業者の責任

基準に合ってるか

書類審査するだけ

安全とは言ってないよ

早くお墨付き

出してくれ

政府は責任

取らないよ

原発再稼働と避難計画は｢集団的無責任体制｣
上岡直見環境経済研究所 sustran-japan@nifty.ne.jp

電力会社自治体

ハコモノは金出すよ

規制委が模範解答

示してくれたら

それに合わせますよ

事業者の責任

電力会社はオンサイトのみ

敷地外は知らないよ

国か県に聞いてよ

こっちはお手上げ

国で考えてよ

やるなら金くれよ

まあ福島であれだけ

あったんだから

何か考えてるでしょ

何かあったら

よろしくね
避難は無理

立てこもって

下さい

わからないよ

何か情報ないの?

使用済燃料

どうするの?
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東京大空襲 1945年3月10日
 http://www.kmine.sakura.ne.jp/kusyu/kuusyu.html 画像出所 http://www.kmine.sakura.ne.jp/kusyu/kuusyu.html 転載禁止

規制委員会の｢指針｣と戦時中の｢防空法｣の類似性

｢住民をできるだけ逃がさない｣発想

被害拡大の可能性被害拡大の可能性



① PAZ
5km圏内
即時退避

② UPZ
5～30km圏内
原則屋内退避

②-1 UPZ
空間線量率

500µSv/時 超
地域を特定し

1日以内に退避

②-2 UPZ
空間線量率
20µSv/時 超
地域を特定し

1週間以内に退避

放射性物質  放出前

放射性物質  放出後

規制委｢原子力災害対策指針｣で提示されている避難方式
http://www.nsr.go.jp/nra/kettei/

① PAZ
放射性物質の
放出前に避難

② UPZ
屋内退避

ただし｢避難リスクが
大きい要援護者等
は、屋内退避･ヨウ素
剤の服用が合理的｣
との記述

根拠:
実効線量 全地点で100mSv/
週を下回る
等価線量 約12km以遠で
50mSv/週を下回る

建築物の遮蔽効果を期待
木造家屋 約25%
コンクリート建造物 約50%

規制委｢緊急時の被ばく線量及び
防護措置の効果の試算について｣
http://www.nsr.go.jp/committee/kisei/h26fy/20140528.html



関西広域連合の資料を利用して作成



国道349号の状況 2011-3-13 12時31分, 福島県田村市 共同

http://www.nikkei.com/article/DGXZZO34197160T20C11A8000000/

○通常時の道路状況 20秒に1台通る程度。

○ピーク時でも60km/h程度(ほとんど他車からの制約なし)で走行できる。

○しかし地域の自動車が一斉に動き出すとこのような状況になる。



A地区 E地区信号･交差点

等も再現

D地区
順番待 順番待

順番待
等も再現

先行車との間隔、信号等

に応じて進行

順番待 順番待

鹿児島県の

シミュレーションでは

90%の車が

に応じて進行

C地区

30km圏外
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臨界密度 制限速度 ■避難経路選択モデル

本検討においては、予め指定した避難経路を走行して避難するものとした。

■避難車両発生モデル

各地区に設定された避難者の車両を、最寄りの道路上に発生させる。避難車両はあらかじ
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各地区に設定された避難者の車両を、最寄りの道路上に発生させる。避難車両はあらかじ

め設定された避難指示タイミングと間隔で発生する。

■避難交通モデル

避難車両が交通規制及びあらかじめ割り当てられた避難経路に従って道路ネットワークを

走行し、避難完了するまでの動的な交通状況のシミュレーションを行う。各道路区間の距20 40 60 80 100 120 1400
台数密度 [台/km]

走行し、避難完了するまでの動的な交通状況のシミュレーションを行う。各道路区間の距

離、規制速度、交差点や合流部における信号制御や交錯による遅れなどが考慮される。



交通流シミュレーションの問題点

○そもそもシミュレーションの信頼性は低いと考えるべき。

○シミュレーションを避難解析に使用した事例はまだ少ない。

○モデルは不安定性が大きく、客観的な評価基準がない。
選定モデルや計算担当者により様々な結果になり客観性が乏しい。選定モデルや計算担当者により様々な結果になり客観性が乏しい。

○キャリブレーション, 再現性確認ができていない。
通常はモデル作成後、実例で再現性確認を行う。
地域の自動車が一斉に動き出した渋滞の実例はない。(福島のみ)

○福島の実態が再現できていない。
福島シミュレーションでも90%ETEで10～20時間という結果。

浪江実績では全町避難完了に100時間以上。

○多くの変動要因～公表された結果はあくまで一例に過ぎない。
シミュレーションモデルの選択シミュレーションモデルの選択

同じサイトでも受託業者を変えれば全く別の結論。
車両発生モデル(発生パターン, 発生台数)
車両走行モデル(追従走行, 交通流, 待行列)

緊急時におけるドライバー心理の反映?
車線変更モデル車線変更モデル
経路選択モデル(予め設定された避難経路?)

交通情報はドライバーや誘導者に伝わるのか?
路上駐車, 燃料切れ, 事故等の影響

○モデル選択や初期設定により渋滞箇所･時間等は全く様相が異なってくる。



JCO事故時の時系列･対応行動

福島事故時の時系列･対応行動(浪江町事例)

臨界発生
中性子測定開始

6時間半後

避難要請区域
住民避難完了
約10時間後

※JCO事故時の避難要請区域
は350m
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4号機建屋爆発
2号機爆発音

全電源喪失
(SBO)

① 5mSv/時
SBO 約15時間経過

② 500mSv/時
SBO 約85時間経過

浪江町対応例

地震発生

地震発生
災害対策本部設置

全員退避完了
16日までかかる

SBO約100時間以上
20km

避難指示

10km
避難指示

テレビで知る

固定電話途絶, テレビだけが情報源

全町30km遠
避難決断 二本松へ移動開始

国, 県から情報途絶本庁閉鎖 (OFC撤退)





『電気新聞』2014年6月18日
｢避難ビジネス｣も出現
三菱重工、アレバ

シェルターの問題ではないだろう。
トイレ、給水、給食は浄化エリア外になる。
空気浄化ユニットが必要ということは、空間線量が
上っている。水や食料の供給はできるのか?
｢間仕切りなしで200人｣→1人あたり2.1m2

このような条件で何日過ごせるのか?
設備の購入だけで避難体制が整備と解釈のおそれ。



周辺自治体では、①現在の正確な状況、②今後の見通し、を当然知りたいであろう。

しかし現場では、事態収束に奔走している中で、そのような余裕はない。

東電テレビ会議の映像 http://photo.tepco.co.jp/cat3/0501-j.html

※できるだけ発話通りに文字起こししたもの。

【本店】えー、広報班からお願いがございます　えー、早速あの至近の情勢を踏まえたプレス発表の用意

を進めているところでありますが、ついては、えーっと、当所職員あるいは協力会社の、被災者のありや

なしや、ならびに放射線モニター関係のデータの、あー、把握が、えー必須の状況だと思いますので、各

班のご協力をお願いしたいと思います、えー、よろしくお願いいたします。

【本店】(発話者不明)何かあったら指示してくれ。

【本店】(雑音・しばらく沈黙)

【本店】えーと保安班からです。一応被曝評価につきましては、いまの風向きで、さきに評価したソース

タームで評価します、で、実際のあのー、ソースタームどれだけ出たかっていうのは、観測値と比べて、あ

とでフィッティングさせます、それはちょっとお時間かかりますけど、とりあえず、あの仮想事故の、えー40

パーセント炉心、えー40パーセントの、えー炉心損傷のモードで出します、あの40パーセントじゃない、100

パーセントでいいんですね。

【第一】あ、すいません、吉田でございます。

【本店】はいどうぞ。

【第一】実はその(不明)そう思われます。

【本店】はい、はい、はい(応答なし)。

【本店】(Beep)さあ、あの、避難の要否の話になるから、早く線量のやつを、ちょっと…

【第一】避難できません。

【本店】あの、今は、今は、風はですね、南西方向です、海側に行ってるはずなんですけど。

【第一】今度は振動がなくて、かなり高く、高く爆発しております。

【本店】じゃあ、それ発信できるように準備して。

【本店】あとは、実際の風向き、2Fなんですよ。1Fで風向きが強かったり、何とか見えませんかね、煙の方

向か何かで。

【第一】あの煙の中で、いま見えないんです。

【本店】パラメータ、パラメータどうなってる? 各号機の。3号機、3号機変化ない?

【第一】3号機、一発目のちょっと変化ないですけども、あの、いま、はい? あの3号機だと思われます、こ

れはあの我々も、あの、テレビでしかわからないんですね。

本店は住民避難のことを意識した発話のよう

である。しかし現場は自分たちの生命が危な

い状況であり、意思疎通になっていない。

次々と進展する事態の下、

確実な予想は不可能。



事故を別としても｢原発で町が豊かになる｣というのは本当か?

全国市区町村別
原発立地あり･なし / 電源立交の有無による各種社会指標の差

原発立地
あり

原発立地
なし

①
課税義務者当課税対象所得(全国で
比較)

万円 290 283 なし

②
課税義務者当課税対象所得(福島県･
福井県内で比較)

万円 303 256 あり

③
労働力人口に対する完全失業者の比
率(全国で比較)

- 0.05 0.06 なし

④
労働力人口に対する完全失業者の比
率(福島県･福井県内で比較)

- 0.05 0.05 なし

⑤
就業者数のうち他市区町村に通勤す
る者の割合(全国で比較)

- 0.28 0.37 あり

⑥ 財政力指数*(電源立交の有無 / 全国) - 1.13 0.54 あり
⑦ 人口当り民生費 千円 129 114 なし

*財政力指数とは
地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を
基準財政需要額で除して得た数値の過去3年間の平均値。

全国市区町村別
原発立地ありと原発を断った町･村との各種社会指標の差

原発立地
あり

原発を
断った

①
課税義務者当課税対象所得(全国で
比較)

万円 290 261 あり

③
労働力人口に対する完全失業者の比
率(全国で比較)

- 0.05 0.06 あり

⑤
就業者数のうち他市区町村に通勤す
る者の割合(全国で比較)

- 0.28 0.19 あり

⑥ 財政力指数 - 1.13 0.35 あり

原発を断った市町村(原発名)

統計的
有意差

稚内(北海道) / 大成(北海道) / 浜益(北海道) / 鳥牧(北海道) / 北檜山(北海道) / 松
前(北海道) / 市浦(青森県) / 蒲野沢(青森県) / 野牛(青森県) / 浅内(秋田県) / 鶴岡
(山形県) / 田老(岩手県) / 田野畑(岩手県) / 巻(新潟県) / 白丸(珠洲)(石川県) / 富
来(珠洲)(石川県) / 小浜(福井県) / 熊野(三重県) / 芦浜(三重県) / 海山(三重県) /
那智勝浦(和歌山県) / 古座(和歌山県) / 日高(和歌山県) / 日置川(和歌山県) / 香住
(兵庫県) / 浜坂(兵庫県) / 久美浜(京都府)

鹿久居島(岡山県) / 青谷(鳥取県) / 黒松(島根県) / 高津(島根県) / 田万川(山口県)
/ 豊北(山口県) / 上関(山口県) / 萩(山口県) / 阿南(徳島県) / 津島(愛媛県) / 日和
佐(徳島県) / 海南(徳島県) / 佐賀(高知県) / 窪川(高知県) / 志摩(福岡県) / 値賀崎
(福岡県) / 小金丸(福岡県) / 高山(蒲江町)(大分県) / 蒲江(大分県) / 佐土原(宮崎
県) / 天草(熊本県) / 内之浦(鹿児島県) / 串間(宮崎県)

項目 単位
平均値

平均値
統計的
有意差

単位項目




